
手術前後の心房機能と外科的不整脈手術後の洞調律復帰率、予後に関する研究 

 
１． 研究の対象 

2012 年 9月～2019 年 12 月に当院で心房細動に対して外科的不整脈手術を受けられた方 

 

２． 研究目的・方法 

心房細動に対する外科的不整脈手術は確立された治療で広く行われています。こういった手術

の後に不整脈が治り正常な脈（洞調律）を維持出来るかどうかは、術前の左心房・右心房の大

きさ、左室の機能、これまでの心房細動の罹患期間などが関わっていることは以前の文献でも

報告されています。今回の研究では周術期の経胸壁心エコー検査で左心房の収縮能力などから

左心房機能を評価し、手術前後での左心房機能の変化と洞調律復帰率を検討します。また、術

前の左心房機能と術後洞調律復帰率、予後に関しても検討して、術前の左心房機能によってど

ういった方に外科的不整脈手術を行うと効果的なのかを検討します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

治療を受けた方のカルテから得られる周術期の情報、心電図、経胸壁心エコーデータ、術後の

経過に関する情報など。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは病客さまの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、2020 年 10 月 31 日までに下記の

連絡先までお申し出ください。その場合でも病客さまに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

心臓病センター榊原病院 岡山県岡山市北区中井町 2丁目 5-1 086-225-7111  

実務責任者：心臓血管外科 森田翔平 

研究責任者：心臓血管外科 外科主任部長 平岡有努 

 
 


